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二
〇
二
四
年
度
の
定
時
評
議
員
会
は
、

本
年
三
月
九
日
（
土
）
に
札
幌
市
内
の
ホ

テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
中
標
津

支
部
の
野
田
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し

て
、
二
年
間
準
備
を
進
め
て
い
た
一
般
社

団
法
人
化
に
向
け
た
「
解
散
評
議
員
会
」

と
「
設
立
社
員
総
会
（
評
議
員
会
）
」
を

開
催
し
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

解
散
評
議
員
会
で
は
、
二
十
三
年
度
の

事
業
及
び
収
支
決
算
な
ど
の
報
告
の
ほ

か
、
任
意
団
体
で
あ
る
現
行
組
織
の
解
散

と
法
人
移
行
に
つ
い
て
審
議
を
頂
き
、
出

席
評
議
員
全
員
の
賛
同
を
得
て
無
事
採
択

さ
れ
、
引
き
続
き
の
設
立
社
員
総
会
（
評

議
員
会
）
で
は
二
十
四
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
及
び
支
部
負
担
金
の
他
、

一
般
社
団
法
人
化
に
伴
う
定
款
及
び
規
程

類
の
承
認
と
二
十
四
・
二
十
五
年
度
役
員

の
選
任
を
審
議
頂
き
、
満
場
一
致
で
無
事

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
支
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
全
道

的
に
支
部
登
録
チ
ー
ム
数
が
減
少
し
て
い

る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
健
全
な
道
軟
連

財
政
運
営
を
図
る
上
で
は
一
定
の
負
担
基

準
の
改
正
は
、
止
む
を
得
な
い
と
理
解
を

頂
き
、
一
律
支
部
負
担
金
の
一
万
円
Ｕ
Ｐ

と
チ
ー
ム
会
費
一
般
・
学
童
・
少
年
の
各

部
門
と
も
一
チ
ー
ム
あ
た
り
千
円
の
値
上

げ
を
承
認
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
負

担
金
は
従
来
五
年
間
変
わ
ら
な
い
も
の
で

し
た
が
、
今
回
は
昨
今
の
軟
式
野
球
を
取

り
巻
く
情
勢
を
考
慮
し
、
向
こ
う
三
年
間

の
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
体
制
も
法
人
化
に
伴
い
、

代
表
理
事
本
間
俊
三
会
長
を
は
じ
め
、

二
一
名
の
理
事
と
二
名
の
監
事
を
選
出
頂

き
、
道
軟
連
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
（
詳
細
は
別
添
組
織
図

を
ご
覧
下
さ
い
。）

　

各
部
ご
と
の
年
度
の
事
業
計
画
の
詳
細

は
「
総
会
議
案
集
」
を
参
照
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、

総
務
部
で
は
、
放
送
員
・
記
録
員
の
養
成

講
座
の
開
催
や
中
学
部
活
動
の
地
域
移
行

の
取
り
組
み
、
競
技
者
登
録
シ
ス
テ
ム
の

活
用
を
、
育
成
強
化
部
で
は
、
成
長
期
の

ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
・
指
導
員
講
習
会
の

開
催
や
子
供
た
ち
の
肘
肩
障
害
予
防
検
診

の
実
施
を
、
審
判
部
で
は
、
審
判
員
の
資

質
向
上
と
技
術
の
普
遍
化
を
目
指
し
た
各

種
審
判
講
習
会
の
開
催
な
ど
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
九
月
に
十
勝
支
部

で
高
松
宮
賜
杯
第
六
十
八
回
全
日
本
軟
式

野
球
二
部
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

開
催
支
部
は
も
ち
ろ
ん
全
道
一
丸
と

な
っ
て
成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
に
鋭
意
準

備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
各

支
部
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
会
に
先
立
っ
て
表
彰
し
た
連

盟
功
績
賞
四
名
と
全
国
大
会
優
秀
成
績
二

チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
功
績
賞
受
賞
者
〉

・
住
吉　

邦
幸
氏
（
後
志
支
部
）

・
高
木　
　

宏
氏
（
旭
川
支
部
）

・
伝
庄　
　

好
氏
（
南
空
知
支
部
）

・
大
宮　

利
光
氏
（
北
見
支
部
）

〈
全
国
大
会
優
秀
成
績
チ
ー
ム
〉

・
岩
見
沢
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
（
南
空
知
支

部
）

　

第
二
十
八
回
高
野
山
旗
全
国
学
童
野
球

大
会　

準
優
勝

・
鹿
追
清
水
新
得
（
十
勝
支
部
）

　

波
踊
り
カ
ッ
プ
全
国
学
童
軟
式
野
球
大

会
二
〇
二
三　

第
三
位

本
間
会
長
あ
い
さ
つ

日
頃
か
ら
当
連
盟
の
事
業
運
営
に
対

し
、
格
別
な
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
い
て

い
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
当
連
盟
は
二

年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
二
〇
二
四
年
度

よ
り
「
一
般
社
団
法
人
」
と
し
て
新
た
な

歩
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
大
会
等
の
事
業
運
営
自
体
は
基
本
的

に
は
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
今
後
も

一
層
の
軟
式
野
球
の
継
承
と
発
展
、
そ
し

て
未
来
へ
つ
な
げ
る
「
野
球
人
」
の
育
成

を
図
る
べ
く
各
種
事
業
を
進
め
る
な
ど
、

社
会
的
な
責
任
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
く

～
新
た
な
歩
み
を
目
指
し
て
～

„
一
般
社
団
法
人
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
発
足
!!„
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な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
、
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
大
谷
君
を
は
じ

め
、
野
球
だ
け
で
な
く
多
く
の
競
技
ス

ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
日
本
の
選
手
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
を
見
る
と

ス
ポ
ー
ツ
界
も
楽
し
い
話
題
が
多
く
な

り
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
の
テ
レ
ビ
放
送
を

見
る
方
や
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
女
性

も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
競
技
人
口
は
ど

う
か
と
言
う
と
、例
え
ば
軟
式
野
球
で
は
、

全
国
で
一
般
・
少
年
・
学
童
で
約
二
千
チ
ー

ム
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
自
体
は
、
歯
止
め
が
利
か
な

い
自
然
の
理
で
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て

野
球
を
愛
好
し
て
い
る
子
供
達
か
ら
一
般

の
方
ま
で
に
対
し
て
は
、
尽
力
を
尽
く
し

て
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

我
々
の
役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
一
般
社
団
法
人
」
と
し
て
新

た
な
形
で
の
組
織
運
営
に
な
り
、
想
定
外

の
事
態
も
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
総
勢
二
十
三
名
の
理
事
・
監
事

全
員
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
道
連
の
発
展

の
た
め
に
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
各
支
部
の

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

鎌
田
理
事
長
あ
い
さ
つ

当
連
盟
が
「
法
人
化
」
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
重
要
な
年
に
「
理
事
長
」

と
い
う
重
責
の
任
に
就
き
ま
し
た
が
、
長

年
副
理
事
長
と
し
て
、
前
任
の
長
野
・
奥

山
両
理
事
長
の
元
で
培
っ
た
知
識
や
経

験
な
ど
を
活
か
し
な
が
ら
精
一

杯
務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。昨

年
は
、
私
た
ち
の
生
活
の

根
底
を
大
き
く
変
え
た
「
コ
ロ

ナ
」
禍
に
よ
る
社
会
的
な
制
約

が
よ
う
や
く
軽
減
さ
れ
、
道
大

会
の
運
営
な
ど
も
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ

前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
旦
減
少
し
続
け
た
野
球
の
競

技
人
口
は
な
か
な
か
回
復
す
る

気
配
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

子
供
達
に
お
い
て
も
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
愛
好
傾
向
や
中

学
に
お
け
る
部
活
動
の
在
り
方

検
討
な
ど
、
そ
の
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
来
ス
ポ
ー
ツ
自

体
が
持
つ
「
喜
び
や
楽
し
み
」

を
改
め
て
認
識
し
な
が
ら
、
自

ら
「
す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」

な
ど
、
野
球
を
愛
好
す
る
全
て

の
人
々
が
楽
し
め
る
よ
う
な
環

境
整
備
に
鋭
意
工
夫
し
な
が
ら

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
全
道
各
支

部
・
チ
ー
ム
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

北海道軟式野球連盟　解散評議員会並びに設立社員総会

住吉氏、高木氏表彰
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新
し
い
道
連
役
員
の
横
顔

副
会
長

奥山英明 氏

昭和19年
3 月29日生

令
和
元
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長

令
和
６
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
副
会
長

𠮷川隆雅 氏

昭和51年
10月 4 日生

令
和
２
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
札
幌

支
部
会
長

令
和
６
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
副
会
長

理
事
長

鎌田英暢 氏

昭和29年
4 月 6 日生

平
成
28
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
副
理

事
長

令
和
６
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長

令
和
６
年　

全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
常
務

理
事

副
理
事
長

石井秀行 氏

昭和38年
5 月12日生

令
和
元
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
理
事

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
副
理

事
長

理
　
事

堀田国男 氏

昭和33年
3 月11日生

平
成
28
年　
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
評
議
員

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
理
事

監
　
事

中村勝之 氏

昭和19年
10月 5 日生

平
成
22
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
日
高

支
部　

理
事
長

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
監
事

部　長 部　長 部　長 委員長

副部長 副部長 副部長

　

　事　務　局
中　森　英　樹
木　村　裕　子局員

局長

登録システム担当兼務

渡　辺　　　史 堀　田　国　男

二　瓶　隆　司

前　田　　　勇

審判技術委員会

佐　藤　和　博

審　判　部

塩　田　昌　彦

門　馬　雄　士

砂　田　隆　樹

菅　野　英　樹

渡　辺　早　人

副 会 長

長　野　昭　彦

育成強化部

二　瓶　隆　司

田　渕　収　一

理 事 長

作　井　繁　樹奥　山　英　明
道　北 オホーツク

理　事　会
辨　開　淳　美

中　村　勝　之

副 会 長

牧　　　　　由

監　　事

会　　長

竹　本　　　功 赤　田　敏　美

鎌　田　英　暢

千　葉　直　樹

新　林　裕　幸 森　田　康　晴

　石　井　秀　行　

総　務　部

代表理事

佐々木　 明

道　南

鈴　木　正　孝
道　央 道央南

松　原　　　暉
道　東

 　川　隆　雅

（全軟連常務理事）

副理事長
審判部担当

（全軟連技術委員）

社員総会（評議員会）

副 会 長 副 会 長

副理事長
総務部・育成強化部担当

（全軟連評議員）

副 会 長

本　間　俊　三

副 会 長

一般社団法人北海道軟式野球連盟組織図及び専門部担当理事（2024年度～2025年度）
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新
し
い
各
支
部
長
・
理
事
長
・
評
議
員
　
審
判
部
長
・
技
術
員
等
の
紹
介

南
空
知
支
部
　
支
部
長

伊澤幸信 氏

昭和29年
3 月 9 日生

令
和
２
年　
岩
見
沢
市
軟
式
野
球
連
盟　

会
長

令
和
２
年　

南
空
知
支
部　

副
支
部
長

令
和
６
年　

南
空
知
支
部　

支
部
長

札
幌
支
部
　
審
判
部
長

出内紀男 氏

昭和34年
10月26日生

平
成
23
年　

公
認
審
判
員
一
級
取
得

平
成
26
年　

審
判
指
導
員

平
成
28
年　

札
幌
支
部　

理
事

令
和
6
年　

札
幌
支
部　

審
判
部
長

日
高
支
部
・
審
判
部
長

斉藤光司 氏

昭和39年
12月28日生

平
成
17
年　

公
認
二
級
審
判
員

平
成
22
年　

公
認
一
級
審
判
員

平
成
28
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

審

判
技
術
員

平
成
28
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

審

判
指
導
員

令
和
２
年　

日
高
支
部　

理
事

令
和
６
年　

日
高
支
部　

審
判
部
長

令
和
６
年　

日
高
支
部　

副
理
事
長

日
高
支
部
・
審
判
技
術
員千葉憲児 氏

昭和42年
5 月17日生

平
成
24
年　

公
認
二
級
審
判
員

平
成
29
年　

公
認
一
級
審
判
員

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

審

判
技
術
員

令
和
６
年　

日
高
支
部　

理
事

十
勝
支
部
　
審
判
部
長

高島敏彦 氏

昭和33年
6 月13日生

平
成
４
年　

公
認
二
級
審
判
員
取
得

平
成
10
年　

公
認
一
級
審
判
員
取
得

平
成
28
年　

十
勝
支
部　

副
理
事
長

令
和
４
年　

十
勝
支
部　

副
支
部
長

令
和
６
年　

十
勝
支
部　

副
支
部
長　

兼

審
判
部
部
長

十
勝
支
部
　
評
議
員

佐藤季之 氏

昭和40年
5 月12日生

平
成
22
年　

公
認
二
級
審
判
員
取
得

平
成
24
年　

公
認
一
級
審
判
員
取
得

平
成
25
年　

支
部
技
術
員

平
成
27
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
十
勝

支
部　

技
術
員

平
成
27
年　

十
勝
支
部　

技
術
委
員
長

　
　
　
　
　

兼　

審
判
部
副
部
長

令
和
６
年　

十
勝
支
部　

評
議
員

十
勝
支
部
　
技
術
員

小寺　誠 氏

昭和46年
3 月 9 日生

平
成
14
年　

公
認
二
級
審
判
員
取
得

平
成
25
年　

公
認
一
級
審
判
員
取
得

平
成
28
年　

十
勝
支
部　

技
術
員

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
十
勝

支
部　

技
術
員

旭
川
支
部
　
副
理
事
長

菅野英樹 氏

昭和44年
8 月14日生

平
成
28
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
元
年　

全
日
本
軟
式
野
球
連
盟　

審

判
技
術
指
導
員

令
和
６
年　

旭
川
支
部　

副
理
事
長

旭
川
支
部
　
総
務
部
長
・
旭
川
支
部
評
議
員

山保温史 氏

昭和29年
4 月 8 日生

平
成
18
年　

旭
川
支
部　

理
事

平
成
25
年　

旭
川
支
部　

技
術
員

平
成
28
年　
旭
川
支
部　

理
事　

審
判
部
長

平
成
30
年　

旭
川
支
部　

理
事　

一
般
・

お
は
よ
う
部
長

令
和
６
年　

旭
川
支
部　

理
事　

総
務
部

長
・
旭
川
支
部　

評
議
員
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旭
川
支
部
　
会
計
部
長

中原　勉 氏

昭和58年
6 月18日生

平
成
30
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
６
年　
旭
川
支
部　

理
事　

会
計
部
長

旭
川
支
部
　
審
判
部
長

五十嵐　靖 氏

昭和50年
10月 9 日生

平
成
30
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
２
年　

旭
川
支
部　

技
術
員

令
和
６
年　
旭
川
支
部　

理
事　

審
判
部
長

旭
川
支
部
　
一
般
・
お
は
よ
う
部
長

石突伸夫 氏

昭和32年
5 月30日生

平
成
20
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
６
年　

旭
川
支
部　

理
事　

一
般
・

お
は
よ
う
部
長

旭
川
支
部
　
技
術
員

大岩　登 氏

昭和51年
12月 7 日生

令
和
２
年　

旭
川
支
部　

理
事

令
和
６
年　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟　

旭

川
支
部　

技
術
員

釧
路
支
部
　
支
部
長

草島守之 氏

昭和31年
9 月15日生

平
成
28
年　

釧
路
支
部　

副
支
部
長

令
和
６
年　

釧
路
支
部　

支
部
長

釧
路
支
部
　
評
議
員

小林祥江 氏

昭和42年
4 月23日生

平
成
24
年　

釧
路
支
部　

理
事

平
成
26
年　
釧
路
支
部　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長

平
成
30
年　

釧
路
支
部　

副
理
事
長

令
和
6
年　

釧
路
支
部　

評
議
員

二
〇
二
四
年
五
月
十
日
（
金
）
か
ら

十
二
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、
中
標
津

支
部
の
協
力
に
よ
り
中
標
津
町
に
於
い

て
、
各
支
部
技
術
員
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
マ
ル
エ
ー
温
泉
ホ
テ
ル
俵
橋

で
座
学
、
二
日
目
か
ら
は
中
標
津
町
営
球

場
に
て
実
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
講
義
内
容

十
日
（
金
）
午
後
よ
り
、
道
連
鎌
田
理

事
長
、
開
催
地
中
標
津
支
部
戸
田
支
部
長

が
挨
拶
の
後
、
派
遣
講
師
の
全
軟
連
技
術

委
員
石
中
栄
一
氏
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

座
学
は
、
石
中
講
師
に
よ
る
全
日
本
の

各
種
大
会
で
経
験
し
た
プ
レ
ー
や
審
判

ジ
ャ
ッ
ジ
を
通
し
て
伝
え
た
い
事
等
の
講

話
に
引
続
き
筆
記
試
験
を
行
い
、
試
験
の

解
答
を
各
技
術
員
か
ら
求
め
、
技
術
指
導

員
が
正
答
し
、
各
技
術
員
は
一
〇
の
問
題

に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
。
正
答
に
よ
り
更

な
る
理
解
と
技
術
向
上
に
繋
が
っ
た
と
理

解
し
た
。

座
学
終
了
後
、
夕
食
を
取
り
長
旅
の
疲

れ
を
癒
し
、
翌
日
の
実
技
研
修
に
備
え
て

い
た
。

十
一
日
（
土
）
は
、
午
前
九
時
よ
り
夕

方
ま
で
投
球
判
定
や
基
本
的
動
作
を
中
心

に
地
元
チ
ー
ム
、
中
学
生
野
球
部
の
協
力

の
下
、
徹
底
し
た
実
技
指
導
が
行
わ
れ
、

今
年
も
密
度
の
濃
い
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
度  

全
日
本
軟
式
野
球
連
盟

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
審
判
講
習
会

座学研修
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十
二
日
（
日
）
も
午
前
九
時
か
ら
講
習

会
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
ゲ
ー

ム
（
地
元
Ａ
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
同
士
）
に

よ
る
実
技
講
習
を
行
い
、
適
切
な
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
〇
分
か
ら
の
閉
講
式
で

は
、
石
中
派
遣
講
師
の
講
評
、
佐
々
木
道

連
副
理
事
長
の
挨
拶
で
講
習
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

今
回
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
審
判
講
習
会

の
成
果
を
支
部
及
び
連
盟
審
判
員
に
伝
達

し
、
今
後
の
北
海
道
大
会
な
ど
の
実
践
に

活
か
す
と
と
も
に
、
今
年
九
月
に
、
十
勝

支
部
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
（
高
松
宮

賜
杯
二
部
）
に
向
け
た
審
判
技
術
の
向
上

に
も
繋
が
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

石
中
派
遣
講
師
と
共
に
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
道
連
の
審
判
技
術
指
導
員
の
皆
さ

ま
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
中
標
津
支
部
並
び
に
地
元
チ
ー

ム
、
中
学
生
野
球
部
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（
道
連
審
判
部
）

支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

函
館
支
部

道
南
ブ
ロ
ッ
ク
審
判
講
習
会
を
開
催

四
月
二
十
八
日
（
日
）
道
南
ブ
ッ
ロ
ク

審
判
講
習
会
が
函
館
支
部
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

講
習
会
の
講
師
は
、
全
日
本
軟
式
野
球

連
盟
技
術
委
員
（
道
連
副
理
事
長
）
佐
々

木
さ
ん
と
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
審
判
技

術
指
導
員
門
馬
さ
ん
の
指
導
の
下
で
参
加

者
が
約
四
十
名
、
お
手
伝
い
の
桔
梗
中
学

校
の
生
徒
約
二
十
名
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。ま

だ
函
館
も
少
し
肌
寒
く
、
し
か
し
指

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
九
時
よ
り
座
学
を

行
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
一
時
間
ぐ

ら
い
野
球
規
則
・
競
技
者
必
携
の
改
正
・

実
技
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
の
後
に
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
十
一
時
か
ら
グ

ラ
ン
ド
に
出
て
準
備
体
操
・
基
本
練
習
を

実技指導研修
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行
い
、
十
三
時
か
ら
本
塁
・
各
塁
に
お
け

る
基
本
的
・
一
般
的
事
項
の
説
明（
実
技
）、

最
後
に
時
間
を
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
十
五
時
三
十
分
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
竹
内
え

り
子
審
判
員
が
今
年
か
ら
道
連
技
術
員
と

し
て
登
録
さ
れ
、
先
日
の
中
標
津
の
技
術

員
審
判
講
習
会
に
も
参
加
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

函
館
支
部
の
道
予
選
大
会
な
ど
は
、
大

会
責
任
者
と
し
て
孤
軍
奮
闘
し
て
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
北
海
道
軟
式
野
球
函
館
支
部　

関
口　

隆
）

千
歳
支
部

審
判
講
習
会
の
開
催

四
月
二
十
七
・
二
十
九
日
の
両
日

二
〇
二
四
年
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
二
十
七
日
は
、
昨
年
好
評
で
あ
っ
た

学
童
審
判
員
を
対
象
に
座
学
並
び
に
実
技

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
昨
年
に
比

べ
千
歳
・
北
広
島
・
恵
庭
の
三
連
盟
か
ら

五
十
三
名
と
大
幅
に
増
え
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
座
学
の
あ
と
、
グ
ラ
ン
ド

で
実
技
に
移
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
意

気
込
み
が
素
晴
ら
し
く
、
体
操
の
後
の
基

本
動
作
、
ゴ
ー･

ス
ト
ッ
プ
で
は
講
師
の

菊
地
技
術
員
が
感
心
す
る
ほ
ど
の
出
来
栄

え
で
し
た
。
続
い
て
、
各
塁
の
位
置
取
り

等
を
体
験
し
、
ま
た
、
日
頃
ゲ
ー
ム
中
で

起
こ
っ
た
事
象
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
、
大
い
に
学
び
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
学
童
審
判
員
が
全
軟
連
公
認
を
得
て

活
躍
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
支
部
審

判
員
の
高
齢
化
に
伴
い
若
干
希
望
が
持
て

る
気
が
し
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
、
千
歳
に
は
珍
し
く
好

天
・
高
温
の
中
、
全
軟
連
佐
々
木
技
術
委

員
を
特
別
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
支
部

審
判
員
の
講
習
会
で
す
。
今
年
は
、
六
月

二
十
九
日
か
ら
七
月
一
日
に
「
天
皇
賜
杯

第
七
十
九
回
全
日
本
軟
式
野
球
南
北
海
道

大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
一

同
気
合
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
平

均
年
齢
が
高
く
気
合
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
動
き
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い

落
伍
者
？
も
な
く
、順
調
に
進
み
ま
し
た
。

各
塁
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
基

本
的
な
動
き
を
復
習
し
つ
つ
、
新
し
い
三

塁
や
本
塁
で
の
位
置
取
り
を
学
び
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
と
異
な
る
動
き
等
に
”先

輩
方〝
は
戸
惑
っ
た
よ
う
で
す
が
、
菊
地

技
術
員
の
熱
心
な
指
導
に
納
得
の
様
子
で

し
た
。

最
後
に
佐
々
木
技
術
委
員
は
、
前
日
の

函
館
支
部
審
判
講
習
会
を
終
え
お
疲
れ
の

と
こ
ろ
千
歳
に
お
い
で
頂
き
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
千
歳
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

清
水
為
一
）

留
萌
支
部

「
野
球
に
ヤ
ジ
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
」
～
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
留
萌

支
部
）
審
判
講
習
会

四
月
二
十
七
日
（
土
）
九
時
か
ら
天
塩

町
に
お
い
て
、
審
判
講
習
会
を
開
催
。

予
想
外
に
暖
か
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
道

北
各
地
か
ら
約
三
〇
名
が
参
加
。

塩
田
審
判
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
と
定
評
の
あ
る
渡
辺
早

人
指
導
員
と
軟
式
野
球
に
留
ま
ら
な
い
話

題
も
踏
ま
え
た
砂
田
隆
樹
指
導
員
の
解
説

に
参
加
者
か
ら
は
納
得
の
表
情
が
覗
え
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
ヤ
ジ
」
の
扱
い
に
つ
い
て
、

対
戦
チ
ー
ム
に
対
す
る
発
声
は
、
称
賛
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
中
傷
す
る
よ
う
な
声

掛
け
は
や
め
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が
、

「
野
球
を
好
き
に
な
る
」
こ
と
を
念
頭
に

指
導
す
る
よ
う
チ
ー
ム
に
伝
え
る
こ
と
と

し
た
。

天
塩
町
運
動
公
園
野
球
場
で
は
、
地
元

「
豪
球
会
・
天
塩
Ｂ
Ｂ
・
遠
別
ク
ラ
ブ
」

の
面
々
が
実
技
の
お
手
伝
い
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
感
謝
で
す
。

今
年
は
道
北
五
支
部
の
う
ち
四
支
部
で

新
し
い
技
術
員
が
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
指

導
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
い
つ
つ
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
コ
ー
ル
か
ら
各
塁
の
説
明
ま
で
ス

ム
ー
ズ
な
説
明
を
披
露
。
今
後
の
活
躍
に

期
待
で
す
。

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
球
審
の

タ
ッ
グ
プ
レ
イ
や
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
イ
の
位

置
取
り
、
塁
審
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
練
習
。
高
松
宮
賜
杯

一
部
北
海
道
・
北
大
会
に
向
け
、
中
身
の

濃
い
講
習
会
を
糧
に
万
全
の
準
備
を
進
め

ま
す
。
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「
留
萌
支
部
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｘ
」

今
年
度
、
支
部
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

事
務
局
体
制
が
一
新
さ
れ
、
長
く
事
務
局

が
あ
っ
た
苫
前
町
の
川
村
事
務
局
長
か

ら
、
こ
れ
ま
で
審
判
部
長
で
あ
っ
た
遠
別

町
高
橋
事
務
局
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
な

り
ま
し
た
。

事
務
局
は
最
初
の
事
業
を
こ
な
し
一
安

心
す
る
間
も
な
く
、
全
道
大
会
に
向
け
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
松
宮
賜
杯
一
部
北
海
道
・
北
大
会
は
、

七
月
六
日
か
ら
、「
ホ
タ
テ
の
街
、遠
別
町
」

と
「
シ
ジ
ミ
の
街
、
天
塩
町
」
で
全
道
の

精
鋭
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
留
萌
支
部
理
事
長　

辨
開
淳
美
）

旭
川
支
部

チ
ー
ム
審
判
員
制
度
を
導
入

旭
川
支
部
で
は
、
審
判
員
の
高
齢
化
、

減
少
に
伴
い
チ
ー
ム
審
判
員
制
度
を
導
入

し
、
一
般
・
学
童
各
大
会
に
チ
ー
ム
審
判

員
と
し
て
、
ま
た
新
規
審
判
員
発
掘
の
た

め
二
月
か
ら
三
月
の
日
曜
日
に
講
習
会
を

五
回
開
催
し
、
一
二
九
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
内
容
は
、
一
般
座
学
と
体
育
館
の
中

で
は
あ
る
が
審
判
技
術
の
基
本
的
な
動
き

で
あ
る
。

ま
た
、
支
部
審
判
員
を
対
象
に
冬
期
講

習
会
を
開
催
し
、四
十
名
の
参
加
を
受
け
、

審
判
の
始
動
に
向
け
た
基
本
的
な
技
術
の

指
導
を
行
っ
た
。

規
則
改
正
に
伴
い
四
月
十
一
日
、
十
二

日
に
座
学
を
五
十
二
名
の
参
加
に
よ
り
実

施
し
、
四
月
二
十
日
に
は
東
光
ス
ポ
ー
ツ

公
園
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て

実
戦
形
式
を
取
り
入
れ
た
実
技
講
習
を

四
十
四
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
た
。

こ
の
他
中
学
校
の
教
師
を
対
象
に
し
た

審
判
技
術
講
習
会
を
愛
宕
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
三
十
名
の
参
加
に
よ
り
行
い
、
立

ち
位
置
、
足
の
運
び
方
等
の
技
術
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
と
新
た
に
取
り
入
れ
る
動
き
な

ど
を
指
導
し
た
。

今
年
は
、
新
た
な
審
判
員
が
十
名
ほ
ど

加
わ
り
、
高
校
生
及
び
女
性
審
判
員
が
誕

生
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

�

（
旭
川
支
部
レ
ポ
ー
タ
ー　

山
保
温
史
）

網
走
支
部

「
網
走
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
！
」

四
月
十
四
日
（
日
）
各
連
盟
審
判
員

四
十
名
の
参
加
に
よ
り
、
令
和
六
年
度
網

走
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

呼
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
座

学
で
は
、
規
則
改
正
や
競
技
者
必
携
の
改

訂
等
を
学
び
、
そ
の
後
、
実
技
会
場
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
ド
ー
ム
に
移
動
し
、
田
渕
全
日

本
軟
式
野
球
連
盟
技
術
指
導
員
を
始
め
網

走
支
部
審
判
技
術
委
員
会
の
委
員
を
中
心

に
四
班
に
分
か
れ
、
網
走
市
内
の
一
般
五

チ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
実
技
を
行
い
ま
し

た
。ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
コ
ー
ル
や
ゴ
ー
ス
ト
ッ

プ
コ
ー
ル
の
基
本
動
作
の
ほ
か
、
球
審
の

基
本
動
作
、各
塁
で
の
基
本
動
作
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
動
き
を
確
認

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
六
月
二
十
二
日
（
土
）
か
ら

三
日
間
の
日
程
で
、
高
円
宮
賜
杯　

第

四
十
四
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
北

北
海
道
大
会
を
網
走
支
部
が
主
管
し
開
催

さ
れ
ま
す
。

審
判
員
一
同
心
を
新
た
に
大
会
の
成
功

に
向
け
、
審
判
技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

�

（
網
走
支
部
レ
ポ
ー
タ
ー　

堀
田
国
男
）

十
勝
支
部

十
勝
支
部
審
判
講
習
会

令
和
六
年
度
の
十
勝
支
部
審
判
講
習
会
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が
、
連
休
最
終
日
の
快
晴
の
下
五
月
六
日

（
月
）
に
、
十
勝
管
内
の
審
判
員
、
中
体

連
指
導
者
、
少
年
野
球
指
導
者
な
ど
、
総

勢
九
十
名
ほ
ど
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
は
、
帯
広
の
森
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
規
則

改
正
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
必
携
に
掲
載
さ
れ
た
「
野
球
に
ヤ

ジ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
は
、
こ
れ
か
ら

成
長
し
て
い
く
学
童
選
手
、
少
年
選
手
、

ま
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
む
ア
マ

チ
ュ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
会
場
を
移
し
、
帯
広
の
森

平
和
球
場
で
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
十
勝
で
第
六
十
八
回

高
松
宮
賜
杯
二
部
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
熱
の
入
っ

た
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
制
限
も
解
除
さ
れ
、
選
手
整
列

も
従
来
通
り
に
戻
り
、
よ
り
一
層
大
好
き

な
野
球
を
選
手
も
、
審
判
員
も
一
緒
に
愉

し
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
十
勝
支
部　

理
事
長　

小
川
敏
也
）

南
空
知
支
部

二
〇
二
四
年
度
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
審
判
講
習
会
を
開
催

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
シ
ー
ズ

ン
は
じ
め
の
審
判
講
習
会
で
す
が
、
座
学

と
実
技
を
分
け
て
の
講
習
会
開
催
は
、
三

年
目
を
迎
え
ま
す
。

は
じ
め
に
、
座
学
は
四
月
十
四
日
、
月

形
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

三
十
五
名
が
参
加
し
、
本
年
度
の
規
則
及

び
競
技
者
必
携
等
の
改
正
点
、
昨
年
度
支

部
大
会
等
で
実
際
に
あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
等

の
処
置
や
、公
認
審
判
員
試
験（
一
・
二
級
）

の
過
去
問
題
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
解
答
し
合

う
な
ど
、
昨
年
度
の
反
省
と
色
々
な
場
面

で
の
展
開
を
想
定
し
た
適
切
な
処
置
方
法

を
名
和
審
判
部
長
が
解
説
す
る
な
ど
、
参

加
者
が
初
心
に
戻
り
学
び
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
に
実
技
は
、
四
月
二
十
八
日
、
月
形

町
野
球
場
を
会
場
に
、
三
十
二
名
が
四
班

に
分
か
れ
、
球
審
の
構
え
、
ス
ト
ラ
イ
ク

ゾ
ー
ン
や
各
塁
で
の
基
本
的
な
動
き
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
球
審
で
は
、
投
球
判
定
時
に
顔
を

動
か
し
た
り
せ
ず
、
目
の
動
き
だ
け
で

ボ
ー
ル
を
追
う
動
作
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
）

を
確
認
す
る
な
ど
、
各
人
の
繰
り
返
し
時

間
の
確
保
、
具
体
的
で
効
果
的
な
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
講

習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
各
種
大

会
に
お
い
て
、
適
正
か
つ
公
平
な
判
定
を

し
、
選
手
に
信
頼
さ
れ
る
審
判
員
に
な
れ

る
よ
う
全
員
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
南
空
知
支
部
レ
ポ
ー
タ
ー　

西
脇
圭
一
）

石
狩
支
部

「
支
部
定
時
評
議
会
を
開
催
」

去
る
四
月
二
十
日
（
土
）
に
支
部
定
時

評
議
会
を
開
催
し
、
令
和
五
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
及
び
令
和
六
年
度
事
業
計

画
・
予
算
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
天
皇
賜
杯
第
七
十
八
回
全

日
本
軟
式
野
球
大
会
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
南
・
北
海
道
大
会
に
て
見
事
Ｊ
Ａ

道
央
野
球
部
が
優
勝
し
全
国
大
会
に
出
場

し
た
ほ
か
、
文
部
科
学
大
臣
杯
第
十
五
回

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
海
道
少
年
軟
式
野

球
選
抜
選
手
権
大
会
名
鉄
観
光
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
南
・
北
海
道
大
会
に
て
大
麻
・
中
央
・

新
篠
津
中
学
校
が
準
優
勝
す
る
な
ど
登
録

チ
ー
ム
の
活
躍
が
目
立
っ
た
年
で
も
あ
り
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ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
当
支
部
の
役
員
改
選

年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
支
部
を
牽
引
し
て

い
た
だ
い
た
山
田
支
部
長
（
当
別
軟
式
野

球
連
盟
）
か
ら
、新
た
に
澤
田
支
部
長
（
石

狩
軟
式
野
球
連
盟
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
る
な
ど
、
支
部
一
丸
と
な
っ
て
、
野
球

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
発
展
を
目
指

そ
う
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。ま

た
、
評
議
会
で
は
、
積
立
金
の
今
後

の
使
途
の
見
込
や
、
来
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
に
お
け
る
資
格
の
取
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
た
ほ

か
、
技
術
・
審
判
部
か
ら
は
、
投
手
の

十
二
秒
・
二
〇
秒
ル
ー
ル
や
試
合
中
に
お

け
る
抗
議
権
な
ど
、
今
年
度
の
規
則
改
正

点
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
競

技
マ
ナ
ー
の
指
導
徹
底
を
は
じ
め
、
円
滑

な
大
会
運
営
な
ど
、
一
年
間
の
活
動
を
全

員
で
確
認
し
、
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
石
狩
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

眞
鍋
慎
治
）

「
道
央
ブ
ロ
ッ
ク
審
判
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！
」

四
月
二
十
日
（
日
）
に
石
狩
市
に
あ
る

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
い
し
か
り
を
会
場
に
道

央
ブ
ロ
ッ
ク
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。講

習
会
は
北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
技
術

委
員
長
の
田
渕
指
導
員
と
、
同
じ
く
技
術

委
員
の
砂
田
指
導
員
に
講
師
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

座
学
で
は
、
今
年
度
の
野
球
規
則
及
び

競
技
者
必
携
の
改
正
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

投
手
の
十
二
秒
・
二
〇
秒
ル
ー
ル
の
取

り
扱
い
や
、
守
備
側
の
タ
イ
ム
の
回
数
制

限
、
特
に
一
イ
ニ
ン
グ
に
同
一
投
手
の
も

と
へ
二
度
目
に
行
け
ば
、
そ
の
投
手
は
交

代
と
な
る
と
い
う
規
則
を
適
用
し
な
い
と

す
る
競
技
者
必
携
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
正
事
項
に
つ

い
て
は
、
各
支
部
技
術
員
を
通
し
て
し
っ

か
り
と
ブ
ロ
ッ
ク
内
全
体
に
周
知
徹
底
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
実
技
指
導
で
は
、
基
本
的
な

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
・
コ
ー
ル
や
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ

プ
コ
ー
ル
、
投
球
判
定
練
習
の
ほ
か
、
各

塁
に
お
け
る
基
本
的
な
動
き
や
位
置
な
ど

の
説
明
を
各
支
部
の
技
術
員
中
心
に
行
い

ま
し
た
。
指
導
員
か
ら
補
足
で
新
し
い
メ

カ
ニ
ク
ス
の
説
明
も
あ
り
、
各
審
判
員
も

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
、地
元
の
審
判
員
に
伝
え
、

今
年
の
大
会
で
各
審
判
員
が
共
通
理
解
の

も
と
ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
講
習
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
田
渕
委
員
長
、
砂
田
指
導
員
、
そ
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
石
狩
市
役
所
野
球

部
、
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
野
球
部
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
石
狩
支
部
審
判
部　

高
田
憲
一
）

「
石
狩
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
！
」

四
月
二
十
八
日
（
日
）
に
当
別
町
に
て

当
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
野
球
部
の

石狩支部定時評議会
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練
習
試
合
の
場
を
お
借
り
し
、
実
践
的
な

講
習
会
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

試
合
前
の
時
間
を
使
い
基
本
的
な
コ
ー

ル
練
習
と
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
・
コ
ー
ル
を

行
い
、
そ
の
後
の
試
合
で
は
、
二
イ
ニ
ン

グ
ず
つ
ク
ル
ー
を
決
め
、
塁
審
に
つ
い
て

は
一
イ
ニ
ン
グ
ず
つ
担
当
す
る
塁
を
変
え

て
多
く
の
塁
の
動
き
を
確
認
で
き
る
よ
う

配
置
を
工
夫
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
初
め
と
い
う
こ
と
で
、
実
践

の
動
き
の
中
で
も
基
本
的
な
コ
ー
ル
や
動

き
が
で
き
て
い
る
か
の
確
認
と
、
ゴ
ー
・

ス
ト
ッ
プ
・
コ
ー
ル
を
実
践
に
活
か
し
て

プ
レ
イ
を
止
ま
っ
て
み
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

実
際
の
試
合
の
中
で
は
、
二
塁
審
の
三

塁
カ
バ
ー
や
一
塁
審
の
本
塁
カ
バ
ー
が
遅

れ
る
な
ど
基
本
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
て
い
な
い
部
分
な
ど
を
改
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
試
合
の
流
れ
を
左
右
し

か
ね
な
い
部
分
で
も
あ
る
の
で
、
改
め
て

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
指
導
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ラ
イ
の
意
識
が
し
っ
か
り

で
き
て
い
た
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
か
ら
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

を
繰
り
出
す
審
判
員
も
い
た
り
、
各
審
判

員
の
練
習
の
成
果
が
見
ら
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
の
で
、
参
加
し
て
い
る
審
判
員
そ

れ
ぞ
れ
に
実
り
の
あ
る
講
習
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
自
分
も
含
め
、
こ
の
講
習

会
で
の
反
省
点
を
、
し
っ
か
り
と
シ
ー
ズ

ン
に
活
か
し
て
い
っ
て
こ
の
一
年
を
ト
ラ

ブ
ル
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
講
習
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
貴
重
な
練
習
試
合
の
場
を
提

供
い
た
だ
き
、
審
判
員
の
技
術
向
上
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
野
球

部
と
対
戦
相
手
の
新
冠
町
役
場
野
球
部
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
石
狩
支
部
審
判
技
術
員　

高
田
憲
一
）

Ｊ
Ａ
道
央
野
球
部

我
が
チ
ー
ム
は
平
成
十
三
年
に
恵
庭

市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
、
千
歳
市
の
Ｊ

Ａ
が
合
併
し
、
創
部
し
て
か
ら
二
十
三
年

目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
現
在
部
員
は

二
十
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
令
和
四
年
よ
り
監
督
を
務
め
て

い
る
、
茶
畑
と
申
し
ま
す
。

さ
て
、
当
チ
ー
ム
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

部
員
が
高
校
・
大
学
と
硬
式
野
球
を
や
っ

て
い
た
選
手
ば
か
り
で
す
の
で
、
ま
ず
は

軟
式
野
球
に
慣
れ
る
こ
と
を
中
心
に
、
硬

式
野
球
と
違
う
と
こ
ろ
、
こ
の
点
を
指
導

し
意
識
さ
せ
行
動
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

当
チ
ー
ム
は
優
秀
な
投
手
陣
を
中
心
に

ロ
ー
ス
コ
ア
の
試
合
が
多
く
、
常
に
練
習

で
は
一
点
の
重
み
を
意
識
し
、技
術
向
上
・

メ
ン
タ
ル
強
化
を
重
点
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
攻
撃
面
で
は
、

個
々
で
は
な
く
、
試
合
に
出
て
い
る
選
手

全
員
が
同
じ
考
え
で
打
席
に
立
つ
よ
う
に

心
掛
け
て
お
り
、切
れ
目
の
な
い
打
線
で
、

全
員
で
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る

こ
と
を
意
識
し
て
戦
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
職
場
の
方
々
や
組
合
員
の

方
々
の
支
え
で
、
大
好
き
な
野
球
を
す
る

こ
と
が
出
来
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、天
皇
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
南
・

北
海
道
大
会
連
覇
に
向
け
、
そ
し
て
全
国

制
覇
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
道
央
野
球
部
監
督　

茶
畑　

晃
）JA道央野球部
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新
人
審
判
の
育
成

旭
川
支
部各

部
近
況
報
告

育
成
強
化
部

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

軟
式
野
球
公
認
コ
ー
チ
１

（
公
財
）
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
公

認
学
童
コ
ー
チ
養
成
講
習
会
を
開
催

今
年
度
は
、「（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
軟
式
野
球
公
認
コ
ー
チ
１
養
成
講
習

会
」（
二
〇
二
五
年
四
月
付
け
資
格
認
定
）

を
九
月
二
十
一
日（
土
）、二
十
二
日（
日
）、

二
十
三
日
（
月
）
の
三
日
間
、「（
公
財
）

全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
公
認
学
童
コ
ー
チ

養
成
講
習
会
」
を
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

に
「
札
幌
市
中
島
体
育
セ
ン
タ
ー
」
を
会

場
に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
加
盟
チ
ー

ム
関
係
者
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、「
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会
」

参
加
チ
ー
ム
へ
の
肘
肩
障
害
予
防
検
診
を

七
月
二
十
六
日
（
金
）
に
「
札
幌
つ
ど
ー

む
」
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
佐
賀
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
強
化
事
業
に
よ
り
北
海
道
代
表
チ
ー

ム
の
躍
進
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
育
成
強
化
部　

森
田
康
晴
）

編 

集 

後 

記

道
軟
連
会
報
第
八
十
五
号
に
掲
載

す
る
各
支
部
か
ら
の
記
事
を
読
ん
で

い
て
、
恒
例
で
は
あ
り
ま
す
が
審
判

講
習
会
の
記
事
が
多
く
、
い
よ
い
よ

二
〇
二
四
年
の
野
球
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

た
準
備
が
始
ま
っ
た
か
と
感
慨
に
ふ

け
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
か
ら
北
海
道
軟
式
野
球

連
盟
が
、
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
機
に
合
わ
せ
て
総
務
部

で
は
、
各
種
資
料
の
一
斉
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、「
北

海
道
軟
式
野
球
連
盟
主
催
大
会
の
運
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
北
海
道
大
会
に
参

加
す
る
チ
ー
ム
の
順
守
す
べ
き
事
項
」、

「
感
染
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、「
各

種
大
会
応
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
熱
中

症
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
北
海
道
大

会
に
係
る
雨
天
時
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
な
ど
に
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
北
海
道
大
会
を
想
定
し

て
の
も
の
で
す
が
、
末
端
連
盟
の
地
区

予
選
会
や
支
部
大
会
な
ど
で
も
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
何
事
も
な
く
無
事
に
シ
ー
ズ

ン
を
終
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

�

（
道
軟
連　

総
務
部
理
事　

新
林
裕
幸
）
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